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「
古
事
記
」
の
雄
略
天
皇
は
、
木
登
り
し
て
歌
う
。

舶
又
、
一
時
、
天
皇
、
登
幸
葛
城
之
山
上
。
爾
、
大
猪
、
出
。
即
天
皇

以
鳴
鏑
射
其
猪
之
時
、
其
猪
、
怒
而
宇
多
岐
依
来
。
故
、
天
皇
、

畏
其
宇
多
岐
、
登
坐
榛
上
。
爾
、
歌
日
、

や
す
み
し
し
わ
が
お
ほ
き
み
の
あ
そ
ば
し
し
し
し
の
や

み
し
し
の
う
た
き
か
し
こ
み

わ
が
に
げ
の
ぼ
り
し
あ
り
を
の
は
り
の
き
の
え
だ
（
Ｗ
）

天
皇
が
葛
城
山
に
登
る
と
大
猪
が
出
現
す
る
。
鳴
鏑
を
射
る
と
、
そ
の

猪
が
怒
っ
て
「
ウ
タ
キ
依
来
」
た
。
天
皇
は
そ
の
「
ウ
タ
キ
」
を
畏
み
、

榛
の
木
の
上
に
登
り
座
し
て
歌
う
の
で
あ
る
。
木
に
登
っ
て
歌
う
と
い
う

行
為
は
他
の
上
代
文
献
も
含
め
て
こ
こ
に
の
み
見
え
る
。
西
郷
信
綱
は
、

木
に
逃
げ
登
る
天
皇
の
振
る
舞
い
に
注
目
し
、
狩
ろ
う
と
し
て
手
負
い
と

な
っ
た
猪
に
追
わ
れ
木
に
逃
げ
登
る
雄
略
に
「
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
」
（
Ⅱ
天
皇
）

以
前
の
「
オ
ホ
キ
ミ
」
な
い
し
「
伝
承
上
の
古
い
王
」
の
姿
を
見
、
人
々

（１）

に
笑
い
を
引
き
起
こ
す
ヲ
．
の
力
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
そ
も
そ
も
、
雄

略
は
猪
を
狩
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
雄
略
は
木
に
登
っ
た

「
歌
ふ
」
行
為
と
言
葉
の
変
成

１

木
登
り
し
て
歌
う
天
皇

ｌ
『
古
事
記
』
雄
略
天
皇
条
よ
り
Ｉ

「於是、天皇言四塁衛山身見四一〃之国、詔之、於国中、烟、不発、国、

皆
貧
窮
．
：
」
（
「
仁
徳
記
」
）
、
「
初
大
后
坐
日
下
之
時
、
自
日
下
之
直
越
道
、

だ
け
で
な
く
、
木
に
座
し
て
歌
っ
て
い
る
。
葛
城
山
の
大
猪
と
の
出
会
い

が
雄
略
の
木
登
り
の
き
っ
か
け
で
あ
る
以
上
、
木
登
り
に
も
歌
う
行
為
に

も
、
オ
ホ
キ
ミ
な
る
も
の
と
葛
城
山
の
大
猪
と
い
う
人
な
ら
ざ
る
も
の
と

の
関
係
を
め
ぐ
る
、
神
話
的
思
考
が
働
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

「
記
」
は
歌
を
漢
字
一
字
一
音
表
記
の
方
法
で
記
す
こ
と
で
、
地
の
文

と
は
異
質
な
言
語
、
す
な
わ
ち
変
成
し
た
言
語
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
の

み
な
ら
ず
、
な
ぜ
地
の
文
と
は
異
質
な
言
語
が
発
せ
ら
れ
る
の
か
を
、
『
記
』

は
歌
う
行
為
の
場
所
（
ト
ポ
ス
）
、
歌
い
手
の
あ
り
よ
う
、
歌
の
言
葉
が

働
き
か
け
る
対
象
な
ど
を
含
め
て
神
話
的
位
相
に
お
い
て
語
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
変
成
す
る
言
葉
」
に
よ
っ
て
神
話
的
思
考
が
働
き
、

神
話
的
位
相
が
開
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

細
説
話
を
中
心
と
し
て
、
『
記
」
が
言
葉
の
変
成
を
ど
の
よ
う
な
も
の

と
し
て
描
い
て
い
る
か
を
探
っ
て
み
た
い
。

２
「
鴫
鏑
」
と
い
う
音
響
装
置

雄
略
は
「
葛
城
之
山
上
」
に
「
登
」
っ
た
の
だ
っ
た
が
、
天
皇
の
登
山
に
は
、

猪
股
と
き
わ

夏
期
セ
ミ
ナ
ー
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ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
山
の
神
の
使
者
と
判
断
し
た
の
だ
が
実
は
神
の
「
正
身
」

で
あ
っ
た
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
伊
服
岐
能
山
に
登
っ
た
の
が
山
の
神
を
従

わ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
雄
略
の
二
回
の
葛
城
登
山
も
「
葛
城
山

の
神
の
支
配
す
る
領
域
へ
、
天
皇
の
特
権
を
も
っ
て
踏
み
込
ん
だ
」
、
と

（２）

い
う
中
村
啓
信
の
指
摘
に
従
え
よ
う
。
と
は
い
え
中
村
の
述
べ
る
よ
う
に

天
皇
は
猪
に
「
激
し
い
抵
抗
を
受
け
た
」
の
で
あ
ろ
う
か
。

山
で
「
白
猪
」
と
出
く
わ
し
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
「
言
挙
」
と
い
う

特
殊
な
方
法
で
言
葉
を
発
し
て
い
る
。
「
言
挙
」
は
山
の
神
の
側
に
通
じ
、

ヤ
マ
ト
タ
ヶ
ル
の
言
葉
を
受
け
た
と
お
ぼ
し
き
「
零
大
氷
雨
、
打
或
倭
建

命
」
と
い
う
事
態
と
な
る
。
こ
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
「
言
挙
」
に
相
当
す

る
の
が
、
畑
に
お
け
る
天
皇
が
「
鳴
鏑
」
を
射
る
と
い
う
行
為
で
あ
ろ
う
。

山
の
側
か
ら
の
応
答
で
あ
る
「
零
大
氷
雨
、
打
或
倭
建
命
」
に
相
当
す
る

幸行河内。爾劃川且割『剛剛笥…」（「雄略記』）のような山に登っ

て
「
見
る
」
こ
と
に
よ
り
国
土
を
領
有
す
る
「
国
見
」
が
あ
る
。
た
だ
し
、

畑
で
は
国
見
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
畑
の
直
後
に
繰
り
返
す
、
「
又
、
一
時
、

天
皇
登
幸
葛
城
山
之
時
、
百
官
人
等
、
悉
給
著
紅
紐
之
青
摺
衣
服
。
彼
時
、

有
其
、
自
所
向
之
山
尾
、
登
山
上
人
・
・
・
・
」
（
肋
）
と
い
う
葛
城
山

へ
の
登
山
の
記
事
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
二
度
目
の
葛
城

登
山
で
出
現
し
た
の
は
天
皇
一
行
と
全
く
同
じ
姿
形
、
威
儀
を
整
え
た
一

行
で
あ
り
、
こ
の
山
上
に
登
る
「
人
」
は
後
に
葛
城
山
の
一
言
主
神
で
あ
っ

た
と
わ
か
る
。
葛
城
山
の
大
猪
は
一
言
主
神
の
よ
う
に
、
葛
城
山
を
本
拠

地
と
す
る
山
の
側
の
存
在
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『
景
行
記
』
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
も
「
伊
服
岐
能
山
之
神
」
を
「
執
取
」

ろ
う
と
し
て
山
に
「
騰
」
り
、
「
白
猪
」
に
出
く
わ
す
（
「
詔
、
弦
山
神
者
、

徒
手
直
取
而
、
臘
興
川
劃
聞
１
．
矧
判
釧
雪
制
山
辺
己
。
こ
の
「
白
猪
」
を

の
は
「
其
猪
、
怒
而
、
宇
多
岐
依
来
」
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れる。

（３）

「
鳴
鏑
」
を
射
る
の
は
猪
を
射
殺
そ
う
と
す
る
行
為
で
は
な
い
。
「
鳴
鏑
」

と
は
、
そ
れ
自
体
に
殺
傷
能
力
の
あ
る
矢
で
は
な
く
、
「
音
響
で
獲
物
を

射
す
く
め
な
が
ら
殺
傷
す
る
の
が
本
来
だ
が
、
戦
闘
開
始
の
合
図
に
も
用

い
ら
れ
た
」
（
新
全
集
頭
注
）
と
さ
れ
、
穴
を
空
け
、
中
空
に
し
た
鏑
の

部
分
の
仕
掛
け
に
よ
っ
て
矢
が
飛
ぶ
間
だ
け
音
声
を
発
す
る
、
一
種
の
音

響
装
置
で
あ
る
。

『
記
』
の
中
で
、
「
鳴
鏑
」
は
畑
以
外
に
三
例
見
い
出
せ
る
。

（
ア
）
亦
、
鳴
鏑
射
入
大
野
之
中
、
令
採
其
矢
。
故
、
入
其
野
時
、
即
以

迦
斯
、
以
凋
鋼
１
襯
馴
週
測
側
。
故
、
其
鳴
鏑
所
落
之
地
、
謂
換
訶
夫

羅
前
也
。
淵
闇
塑
１
司
而
、
聚
軍
。
（
「
起
中
、
神
武
天
皇
）

オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
は
広
い
野
原
の
中
に
落
ち
た
矢
の
在
処
を
探
り
当
て
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
鼠
が
「
鳴
鏑
」
の
音
を
聞
き
取
り
、
そ
の
在
処
を

正
し
く
探
り
当
て
、
持
っ
て
く
る
（
ァ
）
。
松
尾
神
と
い
う
神
が
「
鳴
鏑
」

を
「
用
」
い
る
と
は
、
「
鳴
鏑
」
の
飛
来
や
音
に
松
尾
の
神
意
が
宿
る
と

さ
れ
た
か
（
イ
）
。
神
武
天
皇
側
が
八
腿
烏
を
派
遣
し
て
仕
え
奉
る
か
ど

二
記
』
上
、
根
堅
州
国
）

（
イ
）
・
・
・
・
亦
、
坐
葛
野
之
松
尾
、
用
鳴
鏑
神
也
。

（『記」上、大年神の系譜）

（
ウ
）
故
爾
、
於
宇
陀
有
兄
宇
迦
斯
・
弟
宇
迦
斯
二
人
。
故
、
先
遣
刈
悶
局
、

過。爾、

火
廻
焼
其
野
。
於
是
、
不
知
所
出
之
間
、

問
二
人
日
、
今
、
天
神
御
子
、
幸
行
。
汝
等
、
仕

者
須
々
夫
々
、
如
此
言

●
言
．
喰
持
言
鳴
鏑
出
而
、
奉
也

・
故
、
路
其
処
者
、典
来
云
、
内
者
富
良
々
々
、

落
隠
入
之
間
、
火
者
焼

０

。
於
是
、
兄
宇
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う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
兄
ウ
カ
シ
が
「
鳴
鏑
」
で
使
者
を
「
待
射
返
」
す

（
ウ
）
。
以
上
、
「
鳴
鏑
」
は
、
松
尾
の
神
、
ネ
ズ
ミ
や
カ
ラ
ス
、
と
い
う

よ
う
に
、
日
常
の
次
元
で
は
人
の
言
葉
を
解
さ
ぬ
は
ず
の
神
や
異
類
と
と

も
に
登
場
し
て
い
る
。
ネ
ズ
ミ
は
「
鳴
鏑
」
が
放
た
れ
た
後
に
出
て
来
て

「
内
者
富
良
々
々
、
外
者
須
々
夫
々
」
と
「
言
」
っ
て
火
を
免
れ
る
方
法

を
教
え
、
カ
ラ
ス
は
「
今
、
天
神
御
子
、
幸
行
。
汝
等
、
仕
奉
乎
」
と
二

人
に
向
か
っ
て
「
問
」
い
か
け
る
。
カ
ラ
ス
や
ネ
ズ
ミ
で
な
け
れ
ば
そ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
伝
え
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
っ
て
、
異
類
た

ち
は
人
の
言
葉
で
知
ら
せ
た
り
、
問
い
掛
け
た
り
す
る
役
割
を
担
う
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
と
な
る
。
そ
れ
は
カ
ラ
ス
や
ネ
ズ
ミ
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
通

常
の
動
物
と
し
て
の
状
態
と
は
異
な
る
、
変
成
し
た
言
語
状
態
に
あ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
神
話
的
次
元
の
中
で
の
「
鳴
鏑
」
の
働
き
は
音

声
に
よ
っ
て
異
類
に
働
き
か
け
、
異
類
を
変
成
し
た
言
語
状
態
と
化
し
た

り
、
す
で
に
変
成
言
語
状
態
に
あ
る
異
類
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
の
可
能

性
を
開
く
こ
と
で
あ
る
。
『
記
』
が
カ
ブ
ラ
矢
を
「
鳴
鏑
」
と
記
す
の
も
、

武
具
と
し
て
の
矢
で
は
な
く
鳴
る
装
置
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し

よ
う
。
こ
の
音
声
は
人
の
声
で
も
、
人
の
言
葉
で
も
な
い
が
、
独
自
な
音

響
に
よ
っ
て
、
相
手
が
動
物
で
あ
れ
、
敵
対
す
る
可
能
性
の
あ
る
人
で
あ

れ
、
世
界
を
異
に
す
る
相
手
に
強
く
働
き
か
け
、
互
い
が
交
感
し
合
う
磁

場を開く。

畑
の
場
合
、
大
猪
が
葛
城
山
か
ら
「
出
」
た
こ
と
じ
た
い
が
、
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
の
場
合
の
「
白
猪
」
の
よ
う
に
、
向
こ
う
側
（
山
）
か
ら
の
な
ん

ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
お
ぼ
し
い
。
対
し
て
天
皇
は
「
鳴
鏑
」
を
射
て
音

を
立
て
、
音
響
に
よ
っ
て
そ
の
場
を
変
容
し
、
猪
と
の
接
触
を
図
る
。
兄

ウ
カ
シ
の
よ
う
に
、
「
待
射
返
」
し
た
と
は
な
い
の
で
、
山
の
も
の
に
対

「
鳴
鏑
」
の
音
は
、
周
囲
の
場
全
体
の
共
振
を
誘
い
、
巻
き
込
む
と
い

（４）

う
「
音
現
象
」
を
あ
え
て
引
き
起
こ
す
。
そ
の
音
が
、
猪
の
「
怒
」
り
を

引
き
出
し
、
猪
が
「
ウ
タ
キ
依
来
」
と
い
う
結
果
を
導
く
の
だ
が
、
山
の

側
の
存
在
た
る
大
猪
の
「
怒
」
り
と
い
う
反
応
も
、
単
な
る
狩
猟
場
面
で

の
手
負
い
の
猪
の
動
作
と
い
う
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

荻
原
千
鶴
は
「
記
』
に
お
い
て
怒
り
（
「
怒
」
「
盆
」
お
よ
び
「
念
怒
」
）

を
発
す
る
の
は
、
神
と
猪
の
用
例
が
ほ
と
ん
ど
で
、
例
外
は
イ
ハ
ノ
ヒ
メ

大
后
と
雄
略
の
み
で
あ
る
こ
と
、
い
ず
れ
の
場
合
も
外
部
に
む
け
て
の
言

語
活
動
を
含
む
攻
撃
的
衝
動
に
瞬
間
的
に
直
結
し
て
お
り
、
「
表
に
流
出

し
顕
わ
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
行
動
す
る
こ
と
そ
の
も
の
で
も
あ

る
」
と
す
る
。
伽
の
猪
の
「
怒
」
に
つ
い
て
は
、
「
猪
は
山
と
い
う
秩
序

の
域
外
を
領
す
る
神
で
あ
り
、
そ
の
怒
り
は
神
々
の
怒
り
と
同
じ
く
、
統
（５）

御
さ
れ
ぬ
も
の
の
魂
の
発
現
の
姿
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。

荻
原
に
従
っ
て
「
怒
」
り
の
全
一
四
例
を
た
ど
る
と
、
イ
ザ
ナ
キ
な
ど

の
神
が
五
例
（
①
刎
荊
洲
刺
荊
が
「
淵
捌
到
捌
詔
」
。
「
汝
は
こ
の
国
に
住
む
く

す
る
拒
絶
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

山
の
領
域
に
踏
み
込
む
と
と
た
ん
に
出
現
し
た
大
猪
に
向
け
「
鳴
鏑
」

で
射
る
と
い
う
雄
略
の
行
動
を
、
歌
で
は
「
あ
そ
ば
し
」
た
、
と
し
て
い

る
。
大
猪
に
向
け
て
「
鳴
鏑
」
を
射
る
こ
と
は
、
異
界
か
ら
出
現
し
た
存

在
と
交
流
す
る
場
を
開
こ
う
と
し
た
と
い
う
意
味
で
、
「
あ
そ
び
」
と
称

す
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
歌
の
言
葉
は
、
大
猪
が
出
現
す

る
、
対
し
て
天
皇
が
「
鳴
鏑
」
を
射
か
け
る
と
い
う
や
り
と
り
自
体
を
、

双
方
の
出
会
い
と
交
流
と
し
て
の
「
あ
そ
び
」
と
し
て
歌
う
の
で
あ
る
。

３
猪
の
「
怒
」
り
と
ウ
タ
キ

- 蛤 一
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く
あ
ら
ず
」
と
ス
サ
ノ
ヲ
を
神
ヤ
ラ
ヒ
す
る
。
②
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
が
「
オ
ホ

ア
ナ
ム
ヂ
神
に
嫁
は
む
」
と
言
い
、
川
刊
楜
が
「
割
欲
殺
」
。
③
列
荊
訓

キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
が
死
ん
だ
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
に
間
違
え
ら
れ
て
「
対
劉
」
し

て
「
・
・
・
何
と
か
も
我
を
稜
き
死
人
に
比
ふ
る
」
と
言
う
。
＠
列
荊
訓

割
引
矧
日
剴
利
が
「
制
」
っ
て
飛
び
去
る
。
⑤
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
に

「
帰
」
っ
た
神
の
言
教
え
を
仲
哀
が
「
詐
り
を
為
す
神
」
と
言
い
、
「
其
神
、

対
劉
恕
詔
」
し
て
「
凡
そ
、
こ
の
天
の
下
は
汝
が
知
る
べ
き
国
に
非
ず
。

汝
は
、
一
道
に
向
か
へ
」
と
言
う
。
天
皇
は
「
崩
」
）
で
、
神
の
怒
り
は

相
手
を
異
世
界
や
死
に
追
い
や
る
「
詔
」
と
連
動
す
る
場
合
が
あ
る
。
猪

の
事
例
は
三
例
（
⑥
カ
グ
サ
カ
王
が
斗
賀
野
で
ウ
ヶ
ヒ
狩
を
し
、
歴
木
に

「
騰
坐
」
し
て
「
見
」
る
と
「
対
梱
糊
出
」
、
歴
木
を
掘
り
、
王
を
「
咋
食
」
。

⑦
兄
王
（
オ
ホ
ャ
マ
モ
リ
）
は
舵
取
り
（
ウ
ヂ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ッ
コ
）
に
「
伝

聞
弦
山
有
劉
恕
之
対
淵
。
我
其
の
猪
を
取
ら
む
と
欲
ふ
。
若
し
其
の
猪
を

獲
む
や
」
と
問
う
。
⑫
畑
）
で
、
猪
は
⑥
「
大
怒
猪
出
」
、
⑦
「
伝
聞
菟

山
有
念
怒
之
大
猪
」
の
よ
う
に
、
出
現
と
同
時
に
「
怒
」
っ
て
い
た
り
、

常
に
怒
っ
て
い
る
存
在
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
「
シ
シ
」
と

呼
ば
れ
る
鹿
の
場
合
は
決
し
て
怒
れ
る
存
在
と
し
て
は
語
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
し
て
も
、
怒
り
は
猪
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

怒
れ
る
猪
が
人
を
喰
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
（
⑥
）
の
は
、
人
に
死
を
も
た

ら
す
神
（
⑤
）
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
人
の
怒
り

が
雄
略
天
皇
、
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
い
ず
れ

も
言
葉
は
な
く
、
相
手
を
異
世
界
（
死
）
へ
追
い
や
る
行
動
に
の
み
直
結

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
⑧
判
刈
刈
列
判
別
対
局
は
、
ク
ロ
ヒ
メ
の
船
を
望

み
な
が
ら
天
皇
が
歌
っ
た
歌
を
「
聞
」
い
て
「
対
劉
」
、
人
を
大
浦
に
遣

し
て
ク
ロ
ヒ
メ
を
「
追
ひ
下
し
て
、
歩
よ
り
追
ひ
去
」
る
。
⑨
倉
入
女
が

水
取
司
の
仕
丁
か
ら
「
聞
」
い
た
「
語
」
り
を
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
大
后
に
白
す

と
「
対
局
恨
恕
」
、
御
船
の
「
御
綱
柏
」
を
悉
く
海
に
投
げ
棄
て
る
。
⑪

別
制
-
刈
列
制
週
（
後
の
雄
略
）
が
「
童
男
」
の
と
き
、
マ
ョ
ワ
王
が
安
康

天
皇
の
頸
を
打
ち
斬
っ
て
ツ
ブ
ラ
オ
ホ
ミ
の
家
に
逃
げ
た
と
い
う
「
事
」

を
「
聞
」
き
「
懐
氣
怨
溜
」
、
兄
ク
ロ
ビ
コ
の
も
と
へ
ゆ
く
が
兄
が
怠
り

緩
ん
で
い
る
の
で
刀
を
抜
い
て
打
ち
殺
す
。
⑩
別
科
外
洲
刈
到
が
横
刀
の

手
上
を
取
っ
て
「
怒
」
っ
て
い
る
、
と
謹
言
。
⑬
肋
）
。
人
は
、
怒
り
に
よ
っ

て
言
葉
を
失
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
唯
一
、
例
外
は
「
歌
垣
」
の
場

合
（
⑭
シ
ピ
と
オ
ヶ
命
（
後
の
顕
宗
天
皇
）
の
歌
垣
。
王
子
の
歌
を
受
け

た
シ
ビ
臣
は
「
命
溜
歌
」
い
、
「
如
此
歌
而
、
闘
明
各
退
」
）
で
、
人
は
怒

り
で
言
葉
を
失
う
が
、
歌
う
こ
と
は
で
き
る
よ
う
だ
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

ては後述したい。

さ
て
葛
城
山
の
大
猪
は
「
鳴
鏑
」
の
音
響
に
共
振
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

身
体
の
内
に
は
ら
ま
れ
て
い
た
、
怒
り
と
い
う
山
の
神
と
し
て
の
威
力
を

顕
わ
に
し
た
。
大
猪
の
存
在
形
態
の
変
化
で
あ
る
。
大
猪
の
姿
を
し
た
山

の
側
の
も
の
は
、
「
鳴
鏑
」
と
共
振
し
た
の
だ
か
ら
音
声
は
発
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
（
ア
）
の
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に
変
成
言
語
の
状
態
と
化
す

か
わ
り
に
「
ウ
タ
キ
」
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ヨ
対
謝
咽
依
来
。
故
、
天
皇
、
畏
其
判
劉
燗
…
引
矧
割
か
し
こ
み
…
・
」

と
繰
り
返
さ
れ
る
ウ
タ
キ
は
、
畑
に
の
み
見
え
る
語
。
「
播
磨
国
風
土
記
」

に
「
…
一
の
猪
、
矢
を
負
ひ
て
阿
斜
燗
し
き
。
故
、
阿
多
賀
野
と
い
ふ
」

と
あ
る
「
ア
タ
キ
」
と
関
連
す
る
か
と
さ
れ
る
。
が
、
ア
タ
キ
が
「
敵
キ
」

の
意
と
い
う
の
は
「
敵
（
ア
ダ
と
は
動
詞
化
す
る
と
ア
ダ
ム
と
な
る
の

（６）

で
当
た
ら
ず
、
ア
タ
キ
じ
た
い
も
不
明
語
で
あ
る
。
限
定
さ
れ
た
用
例
ゆ

（７）

え
に
猪
狩
り
の
場
な
ど
に
結
び
つ
い
た
語
と
も
さ
れ
、
「
吃
る
」
と
訳
さ
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特集 変成する言葉

れ
る
。
不
明
語
な
が
ら
も
「
字
多
岐
依
来
」
は
動
詞
ウ
タ
ク
の
連
用
形
ウ

タ
ク
に
動
詞
「
依
り
来
」
が
つ
き
、
「
（
猪
が
怒
っ
て
天
皇
の
方
へ
）
陰
り

な
が
ら
依
り
来
た
」
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
動
物
や

人
の
吃
り
声
一
般
で
は
な
く
、
特
定
の
状
況
に
あ
る
猪
に
こ
そ
結
び
つ
い

た
語
で
あ
る
こ
と
を
、
畑
説
話
自
身
が
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

「
其
猪
怒
而
宇
多
岐
依
来
」
と
の
原
文
は
猪
の
「
怒
」
と
「
宇
多
岐
依

来
」
と
が
「
而
」
で
結
ば
れ
、
継
起
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
猪
の

「
怒
」
に
継
起
し
て
「
宇
多
岐
依
来
」
と
い
う
現
象
な
い
し
動
作
が
起
こ
っ

た
の
で
あ
る
。
「
依
来
」
（
ョ
リ
ク
）
る
も
の
は
、
『
記
』
の
中
で
は
海
の

か
な
た
か
ら
光
っ
て
神
が
「
依
来
」
る
（
「
有
光
海
倒
剰
之
祁
」
）
、
ス
ク

ナ
ビ
コ
ナ
が
波
の
穂
か
ら
小
舟
に
乗
っ
て
「
帰
来
」
る
（
「
有
帰
来
神
」
）

と
い
う
よ
う
に
神
霊
で
あ
る
。
こ
こ
も
、
猪
の
「
怒
」
り
の
発
動
に
と
も

な
っ
て
何
処
か
ら
か
神
霊
に
相
当
す
る
「
ウ
タ
キ
」
な
る
も
の
が
猪
に
「
依

来
」
た
と
解
せ
よ
う
。
助
辞
を
欠
い
た
「
字
多
岐
・
依
来
」
の
句
は
成
句

的
な
形
を
と
っ
て
「
ウ
タ
キ
」
と
は
怒
れ
る
猪
に
「
ョ
リ
・
ク
」
る
も
の

（８）

で
あ
る
こ
と
を
表
す
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
天
皇
は
、
怒
れ
る
猪
を
で
は

な
く
、
猪
の
「
ウ
タ
キ
」
を
畏
み
木
登
り
す
る
。
「
天
皇
、
畏
其
宇
多
岐
、

登
坐
榛
上
」
は
「
天
皇
、
其
の
ウ
タ
キ
を
畏
み
て
・
・
・
」
と
訓
ま
せ
る

が
、
歌
で
は
「
（
や
み
し
し
の
）
う
た
き
か
し
こ
み
わ
が
に
げ
の
ぼ

り
し
」
と
あ
っ
て
、
「
ウ
タ
キ
・
ョ
リ
・
ク
」
と
同
様
、
「
（
ヤ
ミ
・
シ
シ
ノ
）

ウ
タ
キ
・
カ
シ
コ
・
ミ
」
も
成
句
化
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
猪

に
は
「
ウ
タ
キ
」
と
い
う
も
の
が
依
り
来
る
こ
と
が
あ
り
、
猪
の
身
体
と

い
う
よ
り
存
在
自
体
が
変
容
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
カ
シ
コ
ム
ベ

き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ザ
ナ
キ
が
「
ウ
ヂ
タ
カ
レ
コ
ロ
ロ
キ
テ
」
の
状
態
の
イ
ザ
ナ
ミ
の
身

体
を
見
て
畏
れ
逃
げ
（
「
見
畏
而
逃
還
」
）
、
ホ
ヲ
リ
が
産
殿
の
中
の
ト
ョ

タ
マ
の
「
本
国
之
形
」
た
る
八
尋
ワ
ニ
の
様
態
（
「
化
八
尋
和
邇
而
、
葡

萄
委
也
」
）
を
見
て
畏
れ
逃
げ
（
「
見
驚
畏
而
遁
退
」
）
、
ホ
ム
チ
ワ
ケ
が
ヒ

ナ
ガ
ヒ
メ
が
「
蛇
」
で
あ
る
の
を
見
て
畏
れ
逃
げ
た
（
「
見
畏
遁
走
」
）
よ

う
に
、
異
界
の
存
在
の
異
界
に
お
け
る
様
態
が
顕
わ
に
な
っ
た
の
を
見
る

側
は
、
「
畏
」
れ
、
即
座
に
そ
の
場
か
ら
逃
走
す
る
。
媒
介
な
し
の
異
界

の
者
ど
う
し
の
近
し
い
接
触
は
、
両
者
の
交
流
可
能
性
を
か
え
っ
て
遮
断

し
て
し
ま
い
、
逃
走
す
る
と
い
う
行
動
で
距
離
を
取
る
し
か
な
い
。
「
鳴
鏑
」

に
よ
る
怒
り
が
導
い
た
猪
に
特
有
な
「
ウ
タ
キ
ョ
リ
ク
」
の
状
態
も
、
異

界
の
も
の
と
し
て
の
猪
な
ら
で
は
の
存
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
音
声
を
と
も

な
っ
て
全
身
体
的
に
顕
現
し
た
状
態
で
あ
ろ
う
。

藤
井
貞
和
は
「
う
た
き
」
を
歌
の
発
生
し
て
く
る
一
つ
の
状
態
と
見
ら

れ
る
「
う
た
状
態
」
と
結
び
つ
け
る
。
「
う
た
状
態
」
は
「
う
た
だ
の
し
」

「
う
た
た
け
だ
に
」
「
う
た
づ
き
ま
つ
る
」
な
ど
接
頭
語
と
し
て
の
「
う
た
」

や、「うたた」「うたて」「うたがたも」「うたがふ」「うたがき」「う

た
き
」
な
ど
「
う
た
」
を
含
む
語
な
ど
に
共
通
す
る
あ
る
心
的
状
態
で
あ
り
、

「
う
た
た
騒
然
と
、
ｏ
垣
①
（
。
『
空
．
オ
ー
ジ
ー
、
騒
乱
）
状
態
で
、
わ
れ
に

も
あ
ら
ぬ
思
い
に
な
っ
て
、
口
を
衝
い
た
こ
と
ば
を
発
す
る
こ
と
、
そ
こ

に
う
た
の
は
じ
ま
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
．
．
（
中
略
）
・
・
個
人
的
に

で
あ
ろ
う
と
、
集
団
的
に
で
あ
ろ
う
と
、
む
や
み
に
高
揚
し
懸
か
れ
た
よ

う
に
な
っ
て
い
る
心
的
騒
乱
状
態
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
〃
う
た
状
態
″

と
認
識
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
〃
う
た
″
と
は
そ
の
よ
う
な
心
的
状
態
に

お
い
て
律
動
を
伴
い
、
全
身
に
よ
る
動
作
に
律
せ
ら
れ
な
が
ら
、
表
現
と

（９）

し
て
口
を
衝
い
て
出
て
く
る
実
質
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
い
う
。

藤
井
説
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
あ
ら
た
め
て
、
『
記
」
の
怒
り
の
用
例
の
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怒
り
に
よ
っ
て
「
ウ
タ
キ
ョ
リ
ク
」
と
化
し
た
葛
城
山
の
大
猪
の
側
も
、

猪
で
あ
っ
て
猪
で
は
な
い
「
わ
れ
」
に
変
成
し
、
猪
の
身
体
の
内
と
外
、

人
で
あ
る
「
わ
れ
」
と
猪
の
「
わ
れ
」
と
い
っ
た
区
分
が
溶
解
し
て
し
ま

う
可
能
性
へ
開
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
の
側
に
と
っ
て
は
「
畏
」
む

く
き
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
す
べ
き
状
況
で
も
あ
る
。
⑥
の
カ
グ
サ
カ
王

が
怒
り
猪
に
「
喰
」
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
怒
れ
る
も
の
と
の
近
す

中
に
⑭
の
歌
垣
の
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
オ
ケ
王
子
が
「
し

お
せ
の
な
を
り
を
み
れ
ば
あ
そ
び
く
る
し
ぴ
が
は
た
で
に
つ
ま

た
て
り
み
ゆ
」
と
歌
う
と
、
シ
ビ
臣
は
「
命
怒
」
り
、
「
お
ほ
き
み
の

み
こ
の
し
ば
か
き
や
ふ
じ
ま
り
し
ま
り
も
と
ほ
し
き
れ
む
し
ば
か

き
や
け
む
し
ば
か
き
」
と
歌
っ
て
、
そ
の
ま
ま
歌
っ
て
闘
い
明
か
す
。

人
は
怒
り
に
よ
っ
て
言
葉
を
発
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
怒
り
の
発
現
と
と

も
に
「
歌
ふ
」
。
怒
り
の
力
を
言
葉
の
力
へ
と
転
化
す
る
能
力
は
人
に
は

な
い
。
し
か
し
音
声
に
伴
う
律
動
に
全
身
を
ゆ
だ
ね
た
「
歌
ふ
」
と
い
う

行
為
と
と
も
に
あ
る
言
葉
は
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
怒
り
は
そ
の
全

身
状
態
の
原
動
力
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
「
歌
ふ
」
行
為
の
根
源
に
抱
え

込
ま
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
「
う
た
状
態
」
と
、
怒
り
の
発
動
の
一
形

態
で
あ
る
猪
の
ウ
タ
キ
と
は
、
「
う
た
」
に
ま
つ
わ
る
状
態
と
し
て
、
連

続
し
た
相
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

猪
の
「
ウ
タ
キ
ョ
リ
ク
」
は
、
音
声
も
動
作
も
含
む
、
あ
る
非
言
語
の

全
身
状
態
で
あ
っ
た
。
「
歌
ふ
」
と
い
う
行
為
が
始
ま
る
状
態
も
ま
た
、

非
言
語
的
な
あ
る
全
身
状
態
で
あ
る
。
木
の
上
の
天
皇
が
歌
い
始
め
る
と

き
、
猪
と
天
皇
と
は
同
じ
位
相
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

４
歌
の
ト
ポ
ス
と
し
て
の
樹
上

判切閑謝湘則矧州釧詞劃州判笥川到湖棚引剥判剴矧卿鋼笥也」）どおり、

ワ
タ
ッ
ミ
ノ
神
の
宮
の
「
御
門
」
の
傍
ら
の
聖
な
る
「
香
木
」
に
登
っ
て

居
る
（
「
登
其
香
木
以
坐
」
）
。
す
る
と
従
脾
の
次
に
ト
ョ
タ
マ
ビ
メ
が
出

て
き
て
樹
上
の
ホ
ヲ
リ
を
「
見
感
」
で
て
「
目
合
」
し
、
父
に
「
吾
門
有

麗
人
」
と
伝
え
る
。
海
神
宮
の
「
御
門
」
の
井
の
ほ
と
り
の
「
香
木
」
の
「
上
」

に
「
登
」
っ
て
い
る
こ
と
で
、
ホ
ヲ
リ
は
海
神
側
の
女
に
と
っ
て
は
異
界

の
存
在
（
異
類
）
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
人
」
「
麗
壮
夫
」
と
見
え
、
「
目

合
」
が
行
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
樹
上
に
座
す
か
ら
こ
そ
、
ホ
ヲ
リ
は
ト
ョ

タ
マ
ビ
メ
と
言
語
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。

曲
劇
劉
到
州
副
詞
命
」
と
、
神
聖
な
楓
の
木
の
「
上
」
で
天
神
か
ら
の
「
詔

命
」
を
発
す
る
。
そ
の
声
は
地
上
の
者
に
「
言
」
と
聞
か
れ
て
い
る
（
「
天

佐
具
売
、
聞
此
鳥
言
」
）
。
「
門
」
と
い
う
、
殿
の
内
で
も
外
で
も
な
い
場

所
に
立
つ
聖
な
る
樹
木
の
上
で
は
、
異
類
た
る
キ
ジ
は
変
成
言
語
状
態
に

あ
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
成
る
の
で
あ
る
。
ホ
ヲ
リ
の
海
神
宮
訪
問
で

も
、
シ
ヲ
ッ
チ
ノ
神
の
教
え
（
「

ぎ
る
顕
わ
な
接
触
は
異
界
の
側
に
取
り
込
ま
れ
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い

る
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
猪
で
あ
る
「
わ
れ
」
と
天
皇
で
あ
る
「
わ
れ
」

と
が
交
感
す
る
場
と
も
な
り
得
る
。

猪
の
ウ
タ
キ
と
接
触
し
た
雄
略
天
皇
が
「
山
」
の
「
上
」
か
ら
宮
の
あ

る
長
谷
ま
で
逃
げ
る
こ
と
な
く
、
「
榛
」
の
「
上
」
へ
登
っ
た
の
は
、
木

登
り
す
る
こ
と
で
猪
と
の
間
に
距
離
を
と
り
つ
つ
、
「
榛
」
と
い
う
樹
木

を
交
流
・
交
感
の
場
と
し
て
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

樹
上
で
歌
う
の
は
畑
の
み
で
あ
る
が
、
「
記
」
に
は
樹
上
に
居
る
も
の

が
ほ
か
に
も
登
場
す
る
。
天
よ
り
葦
原
中
国
へ
派
遣
さ
れ
た
雑
の
「
鳴

女
」
は
、
「
鳴
女
、
自
天
降
到
、
周
刃
剰
削
剥
判
詞
矧
鬮
飼
馴
昌
川
１
司
謁

到
其
神
御
門
者
、
傍
之
井
上
有
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双
方
の
事
例
と
も
に
、
樹
木
は
戸
口
に
立
っ
て
い
る
が
、
建
物
の
戸
口

は
、
歌
を
歌
う
べ
き
場
所
で
も
あ
る
。
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
記
』

は
歌
う
と
い
う
行
為
を
特
殊
な
言
語
行
為
と
み
な
し
、
宴
や
歌
垣
と
い
っ

た
特
定
の
場
の
ほ
か
に
、
た
と
え
ば
建
物
の
戸
口
を
歌
う
場
所
（
ト
ポ
ス
）

（Ⅲ）

と
し
て
描
い
て
い
る
。
ヤ
チ
ホ
コ
神
は
ヌ
ナ
カ
ハ
ヒ
メ
の
家
の
、
閉
ざ
さ

れ
た
「
戸
」
の
外
に
立
っ
て
、
仁
徳
天
皇
は
大
后
の
座
す
「
殿
戸
」
に
「
御
立
」

ち
し
て
、
ま
た
女
烏
王
の
座
す
「
殿
戸
」
の
「
閾
」
の
「
上
」
に
座
し
て
、

歌
う
。
建
物
の
内
と
外
を
区
切
る
戸
口
は
歌
の
ト
ポ
ス
で
あ
り
、
歌
う
と

い
う
行
為
に
よ
っ
て
天
皇
や
神
は
い
っ
た
ん
「
歌
い
手
」
と
い
う
日
常
的

な
次
元
と
は
異
な
る
位
相
に
立
ち
、
歌
う
行
為
を
と
も
な
う
言
葉
に
よ
っ

て
戸
の
内
側
へ
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
雄
略
が
登
っ
た
「
榛
上
」
も
、

そ
の
よ
う
な
歌
の
ト
ポ
ス
と
し
て
あ
ろ
う
。

「
山
上
」
か
ら
「
榛
上
」
へ
の
移
動
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
天
皇
と
猪

の
間
の
距
離
が
、
葛
城
山
と
天
皇
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
を
可
能
と
す
る
。

天
皇
と
山
の
猪
と
の
近
す
ぎ
る
接
触
に
よ
っ
て
こ
そ
、
結
果
的
に
は
適
切

な
距
離
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
を
こ
の
説
話
は
も
の
が
た
る
。
天
皇
は
「
鳴

鏑
」
を
射
て
猪
の
怒
り
と
ウ
タ
キ
を
発
動
さ
せ
た
う
え
で
、
霊
威
を
畏
れ

る
と
い
う
し
か
る
べ
き
振
る
舞
い
を
し
、
榛
の
木
と
い
う
猪
と
天
皇
を
媒

介
す
る
ト
ポ
ス
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
天
皇
の
適
切
な
振
る
舞
い
が
天

皇
と
山
の
側
と
の
適
切
な
距
離
を
導
く
と
い
う
一
部
始
終
が
、
ヲ
コ
な
も

の
、
喜
ば
し
く
も
滑
稽
な
も
の
と
し
て
笑
い
を
巻
き
起
こ
す
（
前
掲
、
西

郷
信
綱
）
と
い
う
こ
と
も
、
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

５
変
成
す
る
「
わ
れ
」

榛
の
木
は
歌
で
は
「
あ
り
を
」
に
あ
る
も
の
と
す
る
が
、
「
あ
り
を
」

と
は
「
山
上
」
で
は
な
い
が
山
の
領
域
外
で
も
な
い
媒
介
的
な
場
所
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
「
あ
り
を
」
の
特
別
な
樹
木
の
上
に
居
る
雄
略
自
身
も
、

山
の
側
の
も
の
と
交
感
可
能
な
振
る
舞
い
や
言
葉
を
発
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
変
成
し
た
状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
記
』
の
畑
の
文
脈
の
中

で
は
そ
れ
は
ま
さ
に
、
雄
略
で
あ
っ
て
雄
略
で
な
い
「
わ
れ
」
と
成
る
こ

と
、
い
わ
ば
「
歌
い
手
」
に
成
る
こ
と
で
あ
る
。
榛
の
木
に
登
っ
て
座
り
、

や
す
み
し
し
わ
が
お
ほ
き
み
の
・
・
・

と
歌
い
出
す
と
き
、
雄
略
は
歌
の
中
に
出
来
事
を
生
起
さ
せ
て
ゆ
く
「
歌

い
手
」
で
あ
る
。
歌
が
歌
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
で
、
説
話
の
中
の
雄
略
天
皇

は
、
は
じ
め
て
「
オ
ホ
キ
ミ
」
へ
と
成
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

畑
の
歌
は
、
大
き
く
二
段
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
「
あ
り

を
の
は
り
の
き
の
え
だ
」
を
称
揚
す
る
と
い
う
土
橋
寛
の
指
摘
す
る
と
こ

（Ⅲ）ろ
に
は
基
本
的
に
従
え
る
。
天
皇
と
猪
と
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
今
見

出
さ
れ
た
榛
の
木
こ
そ
が
最
終
的
に
ほ
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の

である。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
歌
に
は
過
去
の
助
辞
「
シ
」
が
三
回
も
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
見
落
と
せ
な
い
。
歌
に
見
え
る
「
シ
」
は
「
キ
」
と
と
も
に
、

（吃）

神
話
的
過
去
な
い
し
起
源
を
語
る
助
辞
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に

見
る
よ
う
に
胃
〈
〉
］
】
と
、
「
シ
」
に
よ
っ
て
三
重
に
重
層
し
た
神
話

的
過
去
が
、
説
話
の
現
在
へ
と
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
。

【
［
〈
や
す
み
し
『
シ
』
わ
が
お
ほ
き
み
〉
の
あ
そ
ば
し
『
シ
』
］
し

し
の
や
み
し
し
の

う
た
き
か
し
こ
み
わ
が
に
げ
の
ぼ
り
「
シ
邑
あ
り
を
の
は
り

の
き
の
え
だ

「
歌
い
手
」
は
オ
ホ
キ
ミ
を
「
や
す
み
し
し
」
と
、
は
じ
め
て
全
世
界
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を
統
治
し
た
オ
ホ
キ
ミ
と
し
て
賞
め
、
そ
の
起
源
の
オ
ホ
キ
ミ
が
、
は
じ

め
て
シ
シ
と
お
遊
び
に
な
っ
た
と
い
う
出
来
事
を
喚
起
す
る
。
猪
に
向

か
っ
て
こ
う
歌
い
か
け
る
こ
と
で
、
樹
下
の
猪
を
起
源
の
と
き
の
オ
ホ
キ

ミ
と
交
歓
し
た
シ
シ
と
化
す
の
で
あ
る
。
「
：
．
し
し
呵
や
み
し
し
呵
」

と
繰
り
返
す
「
の
」
は
主
格
を
表
す
「
～
が
」
と
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
歌
い
手
」
は
「
し
し
」
に
繰
り
返
し
呼
び
か
け
な
が
ら
、
「
し
し
」
を
主

格
と
し
て
歌
う
こ
と
で
、
「
し
し
」
に
最
も
近
づ
く
。
「
し
し
」
そ
の
も
の

で
も
あ
り
得
る
ほ
ど
歌
い
か
け
る
対
象
に
近
づ
き
、
し
か
し
樹
上
に
あ
る

の
だ
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
歌
の
言
葉
の
中
で
近
づ
く
こ
と
で
、
猪
と
交
感

可
能
な
は
ず
な
の
で
あ
る
。

一
方
、
「
や
み
し
し
の
」
と
「
し
し
」
の
語
を
「
や
み
し
し
」
へ
と
反

復
し
つ
つ
歌
い
替
え
る
句
は
後
半
の
「
う
た
き
か
し
こ
み
」
と
の
つ
な
が

り
か
ら
は
、
前
半
全
体
を
ウ
タ
キ
な
る
も
の
の
起
源
と
化
す
こ
と
に
な
ろ

う
。
ウ
タ
キ
と
は
、
起
源
の
オ
ホ
キ
ミ
と
遊
ん
だ
シ
シ
の
、
霊
的
パ
ワ
ー

が
最
大
に
引
き
出
さ
れ
た
状
態
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
イ
ザ
ナ
ミ
が
カ
グ

ッ
チ
を
生
む
場
面
の
「
病
」
が
、
た
ぐ
り
、
尿
、
尿
な
ど
身
体
内
に
囲
わ

れ
て
い
た
モ
ノ
を
排
出
し
、
霊
力
に
満
ち
た
神
々
を
生
成
し
て
ゆ
く
こ
と

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
や
み
し
し
」
も
猪
の
外
皮
に
覆
わ
れ
て
い
た
モ
ノ

が
発
散
し
て
い
る
さ
ま
で
、
地
の
文
の
「
怒
」
に
通
じ
る
。

ウ
タ
キ
カ
シ
コ
ミ
に
よ
っ
て
適
切
な
距
離
が
実
現
す
る
く
だ
り
が
「
う

た
き
か
し
こ
み
わ
が
に
げ
の
ぼ
り
し
」
で
あ
る
。
歌
の
中
で
適
切
な

距
離
を
と
る
振
る
舞
い
が
起
こ
る
と
同
時
に
、
「
歌
い
手
」
は
「
わ
が
に

げ
の
ぼ
り
し
」
と
、
そ
の
振
る
舞
い
を
す
る
「
わ
れ
」
と
な
る
。
雄
略
（
Ⅱ

歌
い
手
）
は
シ
シ
と
の
「
あ
そ
び
」
を
通
し
て
、
起
源
の
と
き
の
オ
ホ
キ

ミ
そ
の
も
の
で
あ
る
「
わ
れ
」
に
変
成
す
る
。
そ
し
て
結
句
「
あ
り
を
の

は
り
の
き
の
え
だ
」
は
起
源
の
オ
ホ
キ
ミ
が
シ
シ
と
の
間
に
適
切
な
距
離

を
も
た
ら
す
媒
介
者
と
し
て
見
出
し
た
木
を
賞
め
た
た
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
前
半
は
シ
シ
の
ウ
タ
キ
を
起
源
の
オ
ホ
キ
ミ
と
の
ア
ソ
ビ

に
よ
る
も
の
と
歌
い
、
後
半
は
前
半
の
起
源
の
時
空
を
目
前
の
シ
シ
の
ウ

タ
キ
に
重
ね
つ
つ
、
シ
シ
と
オ
ホ
キ
ミ
と
の
間
の
適
切
な
距
離
の
起
源
へ

と
転
回
し
て
ゆ
く
。
雄
略
天
皇
は
「
歌
い
手
」
と
な
っ
て
こ
の
歌
を
歌
う

こ
と
で
、
シ
シ
と
遊
び
、
起
源
の
オ
ホ
キ
ミ
と
成
り
、
シ
シ
の
最
も
強
い

霊
威
と
直
面
し
て
適
切
な
距
離
を
は
じ
め
て
見
出
し
、
山
の
側
と
の
し
か

る
べ
き
関
係
を
体
現
す
る
存
在
と
成
ろ
う
。
オ
ホ
キ
ミ
を
オ
ホ
キ
ミ
た
ら

し
め
る
場
所
は
、
「
葛
城
山
」
の
「
上
」
で
は
な
く
「
あ
り
を
の
は
り
の

き
の
え
だ
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

歌
が
歌
わ
れ
た
こ
と
で
眼
前
の
猪
の
ウ
タ
キ
は
鎮
め
ら
れ
、
オ
ホ
キ
ミ

（
Ⅱ
雄
略
）
と
猪
と
の
間
に
対
称
的
な
関
係
が
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

６
葛
城
登
山
説
話
の
反
復
と
変
成

最
後
に
、
畑
、
肋
と
反
復
さ
れ
る
葛
城
登
山
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た

い。ｂ
で
、
山
に
出
現
し
た
「
人
」
に
対
し
て
「
倭
国
、
除
吾
亦
無
王
．
：
」

と
天
皇
が
問
う
の
は
ａ
の
「
鳴
鏑
」
の
音
響
に
、
山
の
人
が
天
皇
の
言
葉

と
そ
っ
く
り
同
じ
言
葉
を
返
す
の
は
、
猪
の
「
怒
」
に
相
当
し
よ
う
。
し

か
し
、
ｂ
で
は
い
ず
れ
も
言
葉
の
や
り
と
り
と
な
っ
て
い
る
。
矢
を
つ
が

え
た
天
皇
の
問
い
掛
け
に
。
言
主
神
」
と
名
乗
る
神
の
名
乗
り
は
、
猪

の
ウ
タ
キ
に
相
当
す
る
。
天
皇
は
猪
の
ウ
タ
キ
を
「
畏
」
こ
む
が
、
ｂ
の

天
皇
も
神
の
名
乗
り
を
「
皇
畏
」
み
、
「
恐
、
我
大
神
」
と
言
う
。
ｂ
に

お
け
る
、
天
皇
が
大
神
へ
奉
物
を
さ
さ
げ
、
大
神
が
手
を
打
っ
て
受
け
取
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る
展
開
は
、
ａ
に
お
け
る
樹
上
で
の
天
皇
の
歌
に
対
応
す
る
。
歌
は
猪
へ

の
ギ
フ
ト
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

葛
城
山
と
天
皇
と
の
関
係
が
、
あ
る
時
は
「
大
猪
」
と
天
皇
、
あ
る
時

は
「
一
言
主
神
」
と
天
皇
と
し
て
語
ら
れ
る
。
だ
が
シ
シ
と
オ
ホ
キ
ミ
と

の
「
あ
そ
び
」
に
よ
る
適
切
な
距
離
の
導
入
に
よ
っ
て
こ
そ
、
二
度
目
の

登
山
で
は
、
言
葉
に
よ
る
交
流
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ａ
と
は

逆
に
ｂ
で
は
雄
略
が
猪
の
ご
と
く
に
怒
り
、
ｂ
の
天
皇
は
逃
走
す
る
の
で

は
な
く
神
に
よ
っ
て
長
谷
の
「
山
口
」
ま
で
「
送
」
ら
れ
る
。
一
方
、
大

神
は
猪
や
シ
シ
と
し
て
で
は
な
く
、
「
人
」
、
「
有
宇
都
志
意
美
」
と
し
て

顕
現
し
、
天
皇
一
行
と
神
と
は
そ
っ
く
り
の
外
観
を
備
え
る
こ
と
に
な
る
。

山
の
側
と
天
皇
と
の
交
流
は
音
響
か
ら
言
葉
へ
、
歌
か
ら
祭
祀
的
行
為
へ

と
深
ま
っ
て
い
る
。
ａ
と
ｂ
と
が
そ
な
わ
る
こ
と
で
こ
そ
、
う
り
二
つ
の

葛
城
山
の
神
と
天
皇
と
い
う
、
対
称
的
な
関
係
が
実
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。

注（１）（２）（
５
）
荻
原
千
鶴
『
古
代
日
本
の
神
話
と
文
学
」
塙
書
房
、
一
九
九
八
。

イ
ハ
ノ
ヒ
メ
の
怒
り
と
歌
に
つ
い
て
は
、
猪
股
「
椿
は
オ
ホ
キ
ミ
・

オ
ホ
キ
ミ
は
椿
」
『
国
語
と
国
文
学
」
二
○
一
三
・
五
。

（
６
）
（
７
）
西
郷
、
注
（
１
）
に
同
じ
。
な
お
、
内
田
賢
徳
は
「
ウ
タ

ク
は
擬
音
系
の
和
語
」
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
示
唆
的
で
あ
る
（
「
古

事
記
歌
謡
と
訓
字
」
『
上
代
文
学
」
七
四
、
一
九
九
五
・
四
）
。
ま
た
、

続
群
書
類
従
完
成
会
、

（
３
）
注
（
２
）
に
同
じ
。

（
４
）
「
音
現
象
」
に
つ
い

森
話
社
、
二
○
一
○
。

（
５
）
荻
原
千
鶴
『
古
代

西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』
七
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
版
、
二
○
○
七
。

中
村
啓
信
「
雄
略
天
皇
と
葛
城
の
神
」
『
古
事
記
・
日
本
書
紀
論
集
」

群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
九
。

「
音
現
象
」
に
つ
い
て
は
、
猪
股
と
き
わ
「
古
代
宮
廷
の
知
と
遊
戯
』

青
木
周
平
は
ウ
タ
キ
を
『
記
』
の
「
文
脈
上
重
要
な
語
」
と
し
て

注
目
し
、
天
皇
は
猪
の
怒
り
で
は
な
く
ウ
タ
キ
の
「
状
態
」
を
恐

れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
『
古
代
文
学
の
歌
と
説
話
』
若
草
書
房
、

二○○○）。

（
８
）
「
ウ
タ
キ
」
自
体
が
依
り
来
た
の
で
は
な
い
か
、
と
セ
ミ
ナ
ー
当

日
討
論
会
場
で
複
数
の
方
か
ら
提
案
い
た
だ
い
た
。
皆
様
に
感
謝
し

たい。

（
９
）
藤
井
貞
和
『
物
語
理
論
講
義
」
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
○
四
。
「
う

た
状
態
」
の
初
出
は
、
「
く
う
た
〉
ｌ
未
開
の
声
」
『
現
代
短
歌
大
系
」

一
二
「
月
報
」
、
三
一
書
房
、
一
九
七
三
。

（
岨
）
猪
股
と
き
わ
「
烏
の
王
・
人
の
王
ｌ
『
古
事
記
」
の
仁
徳
天
皇
と

歌
」
『
人
文
学
報
」
四
四
号
、
首
都
大
学
東
京
、
二
○
二
・
岡
部

隆
志
は
戸
を
歌
を
掛
け
合
う
場
と
す
る
二
古
代
文
学
の
表
象
と
論

理
』
武
蔵
野
書
院
、
二
○
○
三
）
。

（
ｕ
）
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
七
、
角
川
書
店
、

一九七二。

（
皿
）
藤
井
貞
和
「
起
源
に
ひ
ら
く
「
き
」
の
系
譜
」
『
文
法
的
詩
学
」

笠
間
書
院
、
二
○
一
二
。

-５４-


